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あらまし：多重課題シミュレーション研修は臨床現場での適切な優先順位が判断できるようにすることを

目的とし、主に新人看護師を対象に多くの病院で実践されている。第一筆者の所属機関では 2011年より
全ての病棟で共通のシナリオを利用して実践しているが、時間的・人的な問題からシミュレーションがや

りっぱなしとなってしまうなどの課題が存在していた。今回、シミュレーション研修の効果・効率を高め

るための事前学習 eラーニング教材の開発計画に関して、その経過と課題を報告する。
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1. はじめに
臨床の現場で患者状況が変化する中、優先順位を

考えながら看護を行うことは重要である。第一筆者

は自治医科大学での多重課題シミュレーション（臨

床現場で起こる様々な出来事を題材として、複数患

者に対して、優先順位を決めて看護業務を行う演習）

に関して 2011 年度より実践および改善に携わって
いる（1）。しかし、「事前課題や前提テストなどが未

実施であり、学習者のレベルが不均一である」「単一

のシナリオのみを扱っており、一般的な多重課題の

状態に対する学習機会となっていない」「各自が一回

ずつシミュレーションを行って評価を受ける形であ

り、学習効果が不十分である」といった課題もある。

多重課題シミュレーションの事前学習として、特

に知的技能を学習課題とした多重課題時の判断に関

する eラーニングを導入することで、シミュレーシ
ョンを単体で行うよりも学習効果は高まることが期

待される。現実的な文脈の中で「失敗することによ

り学ぶ」経験を擬似的に与えるための学習環境とし

て物語を構築することを目的とし、Roger Schankに
よって提唱されたゴールベースドシナリオ（GBS）
が提唱されている（4）（5）。本発表では、GBS を用い
たシミュレーション研修の事前学習用 eラーニング
教材の開発計画に関し、その経過と課題を報告する。

2. 先行研究の調査
2.1 eラーニングによるシミュレーション事前学習
医療シミュレーションの事前学習としての eラー

ニング利用に関する実践研究では、前提知識の確認

という位置づけで行われているものが多い（2）（3）。し

かし、多重課題のように多数のシナリオが想定され

る場面に対し、シミュレーションおよび現場での意

志決定に必要となる知的技能を学習課題とする教材

は、調査した範囲内ではほとんど見つからなかった。

2.2 医療分野での GBS形式の eラーニング
GBS 理論を用いた看護分野における教材開発に

ついては、岡崎による研究がある（6）。岡崎は手術室

における災害対策に関する eラーニングでの独学教
材を開発しており、教材の形成的評価・総括的評価

を経て学習効果の検証を行っている。一方、この研

究で作成された教材は単体での独学教材としての利

用を想定しており、「シミュレーション教育の事前学

習」という立ち位置にはなっていない。

3. 研究目的および期待される成果
2011 年度より実施している院内多重課題シミュ

レーションの学習効果・効率を向上するために、e
ラーニングによる多重課題学習教材の設計を試みる。

本研究の成果として、以下が期待できる。

1. eラーニング教材のため、多忙な勤務時間を
避け、空き時間でも学習できる

2. GBS により、病棟での典型的な多重課題の
場面を脳内シミュレーションで学習できる

3. シミュレーション医療教育でのインストラ

クショナルデザインの実践例を提示できる

4. 新人看護研修の実施方略を ISD で見直すこ
とのモデルケースとなる

4. 研究方法
本研究の教材は「多重課題シミュレーションの事

前学習教材」という位置づけである（図 1）。そのた
め、形成的評価として「教材そのものの評価」に加

えて「シミュレーションの学習効果への影響」とい

う評価も必要になる。そのため、教材の総括的評価
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を行う前に、シミュレーションと組み合わせた形成

的評価を検討する必要がある。ここでは教材の設計

および形成的評価までの手順を整理する。

4.1 eラーニング教材の設計
e ラーニング教材の設計にあたっては、まずシミ

ュレーションの出口（学習目標）および入口（受講

者の前提条件）を整理する。その後、シミュレーシ

ョンの入口として求められる学習者のパフォーマン

スに対し、GBS の学習目標として設定できるもの
（特に言語情報や知的技能に関わるもの）を抽出し、

eラーニング教材としての開発を行う。
4.2 形成的評価
前述のように、教材の形成的評価としては GBS

教材の評価およびシミュレーションと組み合わせて

利用した研修の評価、2種類を行う必要がある。GBS
教材の評価としては、学習者の満足度や学習達成度

の評価（Kirkpatrick レベル 1・2）、シミュレーショ
ンの学習効果の変化（レベル 3）を調査する必要が
ある。シミュレーションの学習効果の変化は、研修

全体としての評価としてとらえることもできる。

また、シミュレーションの実施時間を教材設計以

前と比較することで、GBS教材としてのレベル 4評
価を行うことが可能である。なお、研修全体として

のレベル 3・4の評価には、学習後における病棟業務
の行動変容、多重課題状態におけるインシデントの

発生件数などの中・長期的な調査が必要となる。

図 1 作成する教材の位置づけ

5. 作成する教材の立ち位置
多重課題シミュレーションの事前学習教材という

目的に加え、新人看護師の研修体制改善を ISDとし
て実施するモデルケースとなることも念頭に置く。

従来であればシミュレーションのみであった研修に

ついて、可能な限り e ラーニングを通じて知的技能
の学習を完了できるようする。また、シングルタス

クとしての運動技能をパーツごとにシミュレーショ

ンできる環境を作り、学習者が個別に練習し、フィ

ードバックを得られるようにする。模擬病棟環境で

のシミュレーションは最終評価の位置づけとする。

6. 教材の設計および開発
本教材では、多重課題場面における知的技能の利

用（場面ごとの適切な判断）を繰り返しの学習によ

り定着させることが必要となる。このため、学習者

の判断結果に応じて患者の様態などが変化するシナ

リオとし、失敗がある場合には繰り返しの学習を促

すよう、学習意欲を刺激する仕組みとする。

シナリオについては現実の多重課題場面を早期で

きるものとする必要があるため、これまでのシミュ

レーションで用いたものをベースに複数のシナリオ

を作成し、SME（Subject Matter Expert）である教育
担当の看護師と内容に関する意見交換を行っている。

また、e ラーニングの動作検討および担当者への説
明のために、moodle のレッスン機能を用いた GBS
教材のプロトタイプ開発を進めている(図 2)。

図 2 GBS教材のプロトタイプ画面例

7. おわりに
多重課題シミュレーションの学習効果・効率を向

上するために、GBSに基づく eラーニングによる多
重課題学習教材の設計計画を整理した。現在、プロ

トタイプとしての eラーニング教材設計を進めてお
り、夏以降に実施される多重課題研修と合わせ、教

材の作成完了および形成的評価の実施を検討する。
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